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【国会活動】

【千客万来】

●野党国対委員長会談にて水面下の調整！

【国会活動】

11日、衆議院で令和7年度補正予算案とそれに関連する公務員の

給与関係法が可決されました。有志の会は、補正予算案については、イ

ンフレ下における物価高対策を名目とする過大な財政支出は逆にインフ

レを助長するものであり、マーケットからも評価されていない状況にあること

ことから反対、給与関係法は国会議員以外の公務員の給与を物価上

昇に合わせて人事院勧告に従ってあげるものであるため賛成いたしました。

本会議後、自衛隊関係の給与法担当の小泉進次郎防衛相、公務員

制度担当の松本尚担当大臣が法案可決のお礼にいらっしゃいました。

【メディア出演】

ご覧ください
4日、JｰCASTニュースに、私のインタビュー記事が掲載されました。今

後定数削減法案と衆議院選挙制度改革がどのようになっていくのかにつ

いての私見を述べております。ぜひ、ご一読ください。のです。

10日、政治改革特別委員会で、企業団体献金関連法案につい

ての質疑に立ちました。

この国会で新たに提出された法案は、自民・維新の「企業団体献

金は第三者機関での検討」法案と国民・公明の「企業団体献金の

受け手を党本部と都道府県連に限定」法案です。

8日、野党国対委員長会談では、もうすでに審議入りしている企業団体

献金関連法案について結論を出すべきで、それに割り込んで定数削減法

案の審議は始めない、ということで一致しました。

●政治改革特別委員会で質疑に立ちました！

質疑では、維新の会として企業団体献金禁止を目指す姿勢は変

わらないと答弁していましたが、今国会で自民党と共同提出している

ものは単なる先延ばし法案に過ぎません。

私たちと同様に国民・公明案をベースに修正協議を行い、企業団

体献金禁止に向けて一歩進む内容にすべきであると求めましたが、

「協議に加わる」と答弁することはなく、本気で企業団体献金廃止を

掲げているとは思えませんでした。

詳細はYouTubeをご覧ください。

国慶節での訪台の際などでお世話になった李逸洋台北駐日経済文

化代表処長（大使）にお礼のご挨拶に、同僚の北神議員とともにお伺

いいたしました。茨城県産も含めた水産物輸入の再開にお礼を申し上

げあるとともに、現下の高市総理の答弁を巡る日中間の関係悪化につ

いて率直な意見交換をいたしました。

長崎県の純心女子高校の皆さんがいらっしゃって、選挙制度のあり方

について意見交換しました。学生のための政策コンテスト（GEIL）の大

学生も同席したのですが、大学生以上に政治のことを勉強していてびっく

り。選挙とは何を選ぶことなのか、議院内閣制とは何か、政治家の役割

とその評価はどうあるべきか、など本質的な質問が続きました。しっかりとし

た高校生の発言を聞いて、日本の未来は明るいと確信いたしました。

えん罪被害者のための再審法改正を早期に実現する議員連盟では、

えん罪被害者の袴田巌さんのお姉さまの袴田秀子さんのお話も聞きな

がら、今法務省の法制審議会で検討されている再審制度が逆に再審

を阻害しかねないものであることを認識し、超党派の議連でとりまとめた

案を成立させるべきことを確認いたしました。

議員定数削減問題を考える市民の会トークイベントにもお招きいただ

き、トップバッターとして衆議院政治改革特別委員会の動きや超党派選

挙制度抜本改革議連の状況について報告いたしました。私の口の悪い

発言がネットで記事になってしまって、汗

●本会議にて補正予算案に反対いたしました！

【Youtubeチャンネル 一月万冊】 【J-CASTニュース】
ご覧ください

再生回数５万回越え！

↓ バズリ中です！ ↓


	スライド 1

